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研究成果の概要：マレー半島を主たる生息地とする４種のフタバガキ科樹木集団の集団構造、

遺伝的多様性を二つの核遺伝子を使って調査した。分集団間にはあまり大きな遺伝的分化は見

られなかったことと、頻度の低い変異が多く見られたことより、これらの集団は比較的最近分

化，増加したものであると考えられる。また、かなりの頻度で他種との交雑個体が存在するこ

とがわかった。多種との交雑が種内変異の増加に大きな役割を果たしている可能性を考える必

要があるかも知れない。 
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 直接経費 間接経費 合 計 
平成１７年度 4,300,000  0   4,300,000  

平成１８年度 3,200,000  0    3,200,000  

平成１９年度 3,300,000  990,000 4,290,000 

平成２０年度 2,200,000 660,000  2,860,000 

  年度    

総 計 13,000,000 1,650,000 14,650,000 
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１．研究開始当初の背景 
熱帯林の減少と保全が世界的に重要な問題
となっているなかで、熱帯林の重要樹木であ
るフタバガキとマングローブ集団の遺伝的
多様性、集団構造を知ることは，森林の再生
に必要不可欠の情報である。このような背景
のもとで我々は分子レベルでこれらのこと
を明らかにしようとした。 

２．研究の目的 
地球環境の維持や温暖化にたいする熱帯林
の役割は最近多くの人に認識されてきた。し
かし、問題は熱帯林がどのような機構で維持
されているのか、また、その遺伝的多様性は
どの程度存在し、どのようなメカニズムで維
持されているのか等はほとんど分かってい
ない。本研究では、東南アジア熱帯林で経済
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学的にも地球環境の保全という観点からも
非常に重要な役割を持つ二つの樹木集団（陸
生のフタバガキ、海洋性のマングローブ）の
生態学的調査をするとともに、葉から抽出し
た遺伝子配列を調べることにより、遺伝的多
様性の量、集団構造の有無を明らかにする。
以上のような遺伝学的解析から熱帯林の維
持、地球環境の保全のための基礎的データー
を得ることを主たる目的とする。また、５大
陸の全てに生存しているフタバガキ科植物
の進化パターンを明らかにすることもこの
研究の大事な目的の一つである。 
 
 
 
３．研究の方法 
（１）自然集団の生態学的調査と材料の採
集：マレーシア、マダガスカル、シェイシェ
ル、インド、スリランカ、中国で調査・採集
を行った。 
（２）分子遺伝学実験：ＤＮＡ抽出、ＰＣＲ，
遺伝子配列決定 
（３）データーの解析：さまざまな集団遺伝
学的解析を行う。 
（４）成果の発表：学会等での口頭発表と国
際学術雑誌での公表。 
 
 
 
４．研究成果 
（１） フタバガキ集団の種内変異と集

団構造：マレー半島を主たる生息
地とする４種のフタバガキ科樹
木集団（Shorea acuminate, S. 
curtisi, S. leprosula, S. 
parvifolia）の集団構造、遺伝的
多様性を二つの核遺伝子 (Pgi, 
GapCp)を使って調査した。分集
団間にはあまり大きな遺伝的分
化 は 見 ら れ な か っ た (S. 
acuminataと S. curtisi平均 Fst
はそれぞれ o.oo4o.054)ことと、頻
度の低い対立遺伝子が多く見ら
れたことより、これらの集団は比
較的最近分化，増加したものであ
ると考えられる。また、かなりの
頻度で他種との交雑個体が存在
することがわかった。多種との交
雑が種内変異の維持に大きな役
割を果たしている可能性がある
ことがわかった（Ishiyama et al. 
2008）。他のフタバガキ種の種内
変異に関してはまだ解析中であ
る。 

（２） フタバガキ科植物の分子系統樹
の作製：南アジアに分布するフタ
バガキ亜科７９種の分子系統樹

を完成し、フタバガキの進化の歴
史をある程度明らかにした
(Gamage et al. 2006) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

（３） 本年度までに我々はインドと中
国の２５種のフタバガキを加え、
フタバガキ亜科のほとんど全て
の種の分子系統樹を完成させた。
この結果を用いた成果は現在論
文執筆中である。 

（４） オヒルギの種内変異と集団構
造：海洋性熱帯林マングローブ集
団の集団構造を調べ、フタバガキ
集団のそれと比較した。オヒルギ
の種内変異はフタバガキの変異
量と同程度であったが、地域集団
内にはほとんど変異は存在せず、
集団間の違いとして保存されて
いた（Minobe et al. 2009）。この
構造はマングローブの特異な歴
史を反映しており、森林の保全方
法ににも重要な情報を含んでい
ると考えられる。 
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